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始動：コミュニティ・スクール 04

金
かねまき

巻　雛
ひ な の

乃さん

02きら★びと

　　　　　　（旭川市在住）

平成 27 年度から鷹栖高校で実
施されている「介護職員初任者
研修」の第１期生。旭川大学短
期大学部への進学を経て、平成
30 年４月から社会福祉法人さつ
き会の職員。

20カレンダー、人口・世帯情報など

13Information（今月のお知らせ）

08

新ＡＬＴの紹介 Hello Everyone!
町長コラム ヴォレアス北海道と地域愛

09Topics（まちのニュース）

「介護職員初任者研修」とは
利用者の身体に触れる「身体介護」

をするためには、必ず介護の資格

を保有している必要があります。

介護の資格はさまざまある中で、

介護職員初任者研修はいわば「介

護の入門資格」。鷹栖高校では、

規定の 130 時間の講習に加え、さ

つき苑で３日間の実習を行ってい

ます。

特集

平成 31 年度の主な新規事業 06

10地域おこし協力隊活動便り

11
サンホールはぴねすからのお知らせ
国民健康保険・国民年金について
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　――介護のプロを自覚して
　　責任感を持って仕事に臨みたい

　

新
社
会
人
が
希
望
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
る
春
。
鷹
栖
高
校
の

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
を

修
了
し
た
経
験
を
生
か
し
、
介

護
現
場
で
活
躍
し
２
年
目
を

迎
え
た
金
巻
雛
乃
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
職
へ
の
道
を
考
え
始

め
た
の
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
。

金
巻
さ
ん
は
「
祖
父
母
の
支
え

に
な
り
た
い
思
い
が
あ
り
、
介

護
の
勉
強
が
で
き
る
鷹
栖
高

校
に
入
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
時
同
校
に
お
い

て
実
施
し
て
い
た
「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
研
修
」
は
、
介
護

福
祉
士
養
成
課
程
の
改
正
の

影
響
に
よ
り
廃
止
に
。
制
度

の
転
換
期
で
希
望
し
て
い
た

介
護
の
勉
強
が
叶
わ
な
く
な

る
恐
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２

年
生
が
受
け
る
研
修
を
本
人

た
っ
て
の
希
望
で
３
年
生
か

ら
受
講
し
ま
し
た
。「
放
課
後

遅
く
や
長
期
休
暇
中
も
学
校

に
出
て
き
て
大
変
で
し
た
が
、

み
ん
な
と
一
緒
に
勉
強
す
る

こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し

た
」
と
言
い
ま
す
。

　

高
校
で
は
３
L’
ｓ
部
に
所

属
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
手

話
に
取
り
組
み
、
さ
つ
き
会
と

関
わ
る
機
会
も
多
く
、
実
習
で

現
場
を
見
学
し
た
こ
と
も
振
り

返
り
「
介
護
を
す
る
こ
と
は

『
お
世
話
』
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
利

用
者
と
一
緒
に
生
活
し
、
記
録

付
け
を
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ

て
い
る
姿
を
見
て
、
か
っ
こ
い

い
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
介
護

職
に
就
く
こ
と
を
決
意
し
た
経

緯
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す

る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
さ

つ
き
会
の
職
員
へ
進
路
に
つ
い

て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
介
護

へ
の
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
進
学
し
て
専
門

知
識
を
深
め
た
ほ
う
が
将
来
の

た
め
に
な
る
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
進
学
を
選
択
し
ま

し
た
。

　

卒
業
後
さ
つ
き
会
へ
就
職
す

る
こ
と
を
夢
見
て
、
２
年
間
の

短
大
生
活
で
勉
学
に
励
ん
で
き

た
金
巻
さ
ん
。
昨
年
４
月
の
入

社
後
は
、
短
大
で
の
１
カ
月
間

の
実
習
先
「
ぬ
く
も
り
の
家
え

ん
」
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
々
の
仕
事
に
つ
い
て
「
な

る
べ
く
利
用
者
さ
ん
に
話
し
か

け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
ま
だ
ま
だ
実
習
生
気

分
が
抜
け
て
い
な
い
点
も
あ
り

ま
す
が
、
職
場
の
先
輩
た
ち

は
、
困
難
な
こ
と
も
利
用
者
の

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試

す
な
ど
諦
め
ず
に
挑
戦
し
、
プ

ロ
と
し
て
の
姿
勢
を
感
じ
ま

す
」
と
言
い
、
自
身
の
目
標
と

し
て
は
「
介
護
の
プ
ロ
と
し
て

責
任
感
を
持
っ
て
働
き
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
の
仕
事
は
実

習
経
験
も
あ
り
内
容
を
理
解
し

て
い
ま
し
た
が
、
業
務
の
一
環

で
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
任
さ
れ

る
な
ど
、
戸
惑
う
面
も
あ
り
ま

し
た
」
と
社
会
人
１
年
目
と
し

て
の
苦
労
話
も
。

　

今
後
の
抱
負
と
し
て
「
後
輩

も
入
っ
て
く
る
の
で
、
正
し
い

こ
と
を
教
え
る
よ
う
心
掛
け
た

い
で
す
」
と
言
う
金
巻
さ
ん

は
、
高
校
の
後
輩
に
向
け
て

「
せ
っ
か
く
自
ら
選
ん
で
初
任

者
研
修
を
修
了
し
た
の
な
ら
、

福
祉
の
道
へ
進
ん
で
資
格
を
生

か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
エ
ー

ル
も
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
リ
ー
エ
ル
ズ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
は
、「
学
校
運
営
協
議
会
」

を
設
置
し
た
学
校
の
総
称
で
、

学
校
・
地
域
・
保
護
者
が
力
を

合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
や
学
校
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
仕
組
み
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　

学
校
運
営
協
議
会
は
保
護

者
、
地
域
住
民
、
先
生
な
ど
で

構
成
。
子
ど
も
た
ち
や
、
学
校

の
現
状
を
知
り
、
校
長
先
生
が

作
成
す
る
学
校
運
営
の
基
本
方

針
を
承
認
し
た
り
、
今
後
の
学

校
運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
を
話
し
合
っ
た
り
し

て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
か
ら
、

「
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な

り
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育

て
て
い
く
か
を
話
し
合
う
機

会
」
と
な
り
、
地
域
も
参
加
し

教
育
活
動
を
進
め
る
場
と
な
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
か
ら
国
に
よ
り
導

入
が
推
進
さ
れ
、
道
内
で
は
、

地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
へ

学校・地域・保護者で一体となって子どもを育てる

始動：コミュニティ・スクール
町では、本年度から町内の小中学校においてコミュニティ・スクールを導入します。導入に向けて昨年７月に

準備委員会を設置し、21 名の委員の皆さんとの研修や議論を重ね、教育活動や学校の現状を共有し、準備を

図ってきました。ここでは、学校・地域・保護者が一体となって進める制度の内容をご紹介します。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
や
学
校
の
抱
え
る
課
題
は
、

年
々
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
の
増
加
、
生
活
習
慣
の
乱

れ
に
よ
る
、
気
力
・
体
力
の
低

下
、
そ
し
て
学
習
意
欲
の
低
下

が
み
ら
れ
ま
す
。
課
題
が
複
雑

化
、
そ
し
て
困
難
化
す
る
こ
と

で
先
生
の
負
担
も
増
え
て
お

コミュニティ・スクールを導入することによって、
次のようなメリットが挙げられます。

①地域の特性を生かした取組みの推進
②地域全体で子どもたちを見守る体制づくり
③地域住民の活躍の場、生きがいづくり
④先生たちが働きやすい環境づくり
⑤学校のことを知ってもらう
⑥学校と地域で意識の共有ができる
⑦学校を核とした地域づくり

コミュニティ・スクールは広く保護者や地域の方々
が参画できる仕組みです。当事者として課題・目標
を共有することで、子どもたちへの取組みの充実
化、そして地域の活性化につながります。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
っ
て
？

３
８
５
校
が
導
入
（
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
）
し
て
お
り
、

近
郊
で
は
東
神
楽
町
、
上
川

町
、
東
川
町
、
美
瑛
町
が
導
入

し
て
い
ま
す
。

り
、
学
校
と
地
域
が
連
携
・
協

働
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
学
校
の
抱
え
る
課

題
の
解
決
、
そ
し
て
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長

に
は
社
会
総
が
か
り
で
関
わ
る

こ
と
が
不
可
欠
。
地
域
で
ど
の

よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
る
の

か
、
何
を
行
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
保
護

者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
全
体
で

共
有
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
重

要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
む
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
へ
と
転

換
を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕
組

み
と
し
て
導
入
を
行
い
ま
す
。

導入によるメリット・魅力

子ども・関わる
当事者全ての人
に広がる、さま
ざまな魅力
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学
校
で
は
、
今
ま
で
も
校
外

の
方
々
と
連
携
し
て
き
ま
し

た
。
農
業
者
の
方
々
と
連
携
し

て
農
業
体
験
を
行
っ
た
り
、
各

事
業
所
へ
の
職
場
体
験
、
寺
子

屋
の
学
習
支
援
や
ス
キ
ー
連
盟

の
指
導
員
の
授
業
支
援
を
受
け

た
り
、
多
く
の
連
携
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
学
校
で
行
っ
て

い
る
既
存
の
取
り
組
み
を
土
台

と
し
た
上
で
、
地
域
住
民
の

方
々
と
連
携
し
進
め
て
い
く
も

　

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
で

あ
り
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人

材
で
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
、
ふ
る
さ
と
を
好
き
に
な

り
、
将
来
こ
の
町
に
住
み
た

の
で
す
。

　

今
後
、
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と

を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

・
体
力
テ
ス
ト
の
お
手
伝
い

・
水
泳
の
授
業
の
お
手
伝
い

・
地
域
の
方
々
と
と
も
に
行
う

あ
い
さ
つ
運
動　

な
ど

具
体
的
取
り
組
み

の
実
践
に
向
け
て

ふ
る
さ
と
教
育
が

カ
ギ
に

い
、
こ
の
町
の
た
め
に
何
か
し

た
い
と
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
地
域
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
・
地

域
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て

目
標
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
愛

着
の
持
て
る
地
域
づ
く
り
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

『
地
域
全
体
で
守
り
育
て
よ

う　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元

気
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

進
め
ま
す
。

　町内会長を務めていることがきっかけで、
地域代表として準備会の委員に就任しまし
た。他にも、鷹栖小同窓会長の任もあり、以
前から学校との数多くの関わりがあります。
　例えば、鷹栖地区連合会として「安心のま
ち」と記した旗を設置する取り組みを行って
おり、鷹栖小の通学路には特に重点的に配
置。通学路付近の住民の皆さんには、子ども
たちの見守りをお願いしてきました。また、
同窓会としては開校 120 周年事業を現役Ｐ
ＴＡの皆さんと連携して取り組み、澤井前校
長の「ビールパーティーを実施しては」の発
案に呼応し、２年連続で実現できました。
　このように、鷹栖小の取り組みに対し地域
一体となってバックアップしてきた実績があ
り、今後も学校がやりたいことに対し、地域
内の協力体制が確立できるものと考えます。
私自身も、前向きに協力していきたいと思っ
ています。

コミュニティ・スクール

【小中学校】
学校運営の基本方針

学校運営協議会
（各小中学校に配置）

保護者・地域住民・教職員など

承認

鷹栖町教育委員会

・協議会規則の作成
・協議会の設置
・委員の任命

連絡調整

地域住民
・ＰＴＡ
・町内会
・老人会
・社会福祉協議会
・ボランティアセンター
・各少年団
・防犯協議会
・民生委員児童委員
・福祉委員
・交通安全指導員
・駐在所

参画

コーディネーター
※学校と地域人材との橋渡し役

参
画

連
絡
調
整

連
絡
調
整

地域とともにあるコミュニティ・スクール　関係図

鷹栖南町内会長
荒　肥立さん
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行 政

ま
ち
の
50
歳
を
祝
う

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

　

今
年
は
鷹
栖
町
が
町
制
施
行

し
て
50
周
年
を
迎
え
た
節
目
の

年
。
こ
の
先
50
年
経
っ
て
も
記

憶
に
残
る
よ
う
な
各
種
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

記
念
式
典
の
開
催

　

８
月
８
日
（
木
）

・
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

・
記
念
講
演
会
の
実
施 

・
鷹
栖
町
史
第
３
巻
の
発
行

「
町
制
50
周
年
冠
事
業
支
援

　
　
　
　
　
補
助
」
の
実
施

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
た
50
周
年
を
祝
う
取
り
組

み
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。
要
件
な
ど
詳
細
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

協
賛
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
　

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま

50 周年記念協賛イベント
スケジュール

８月４日（日）
　熱夏フェスタ 2019・有名演歌歌手のス
テージ
８月上旬
　ホッカイドウ競馬・グランシャリオナイ
ター「（仮称）鷹栖町町制 50 周年記念
特別賞」競走の実施
９月上旬
　道内各地のご当地カレーが味わえる「北
海道カレーサミット 2019」の当地開催
10 月 20 日（日）
　ＮＨＫ・おかあさんといっしょ宅配便
　「ガラピコぷ～小劇場」
時期未定
　・読書活動推進講演会の実施
　・公民館活動事業（教育関係）講演会の
　実施

ち
の
「
50
歳
」
を
祝
う
各
種
イ

ベ
ン
ト
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
か

ら
シ
ニ
ア
向
け
ま
で
、
幅
広
い

世
代
が
足
を
運
べ
る
ス
テ
ー
ジ

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
や

教
育
関
係
の
講
演
会
を
数
多
く

開
催
し
、
新
た
な
時
代
の
ま
ち

の
姿
を
共
に
考
え
る
機
会
を
創

出
し
て
い
き
ま
す
。

産 業

町
内
で
働
く
／
農
家
を
継
ぐ

新
規
就
農
者
確
保
対
策
の
強
化

雇
用
促
進
家
賃
助
成
の
実
施

カ
ム
バ
ッ
ク
！

農
家
の
後
継
ぎ

　

町
内
の
農
業
者
人
口
が
減
少

す
る
中
、
担
い
手
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

特
に
、
後
継
者
が
Ｕ
タ
ー
ン

を
決
断
す
る
後
押
し
が
で
き
る

よ
う
な
制
度
の
必
要
性
に
着

目
。
実
際
に
後
継
者
と
し
て
活

躍
す
る
若
手
農
業
者
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
助
成
制

度
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
後
継
者
に
対
し
、
Ｕ

タ
ー
ン
後
ま
た
は
新
卒
後
２
年

間
は
50
万
円
、
そ
の
後
１
年
間

は
20
万
円
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
複
合
経
営

の
導
入
な
ど
所
得
増
大
に
向
け

た
前
向
き
投
資
に
対
し
て
助
成

を
す
る
な
ど
、
新
規
参
入
者
も

含
め
、
よ
り
就
農
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

ウ
ェ
ル
カ
ム
！

町
内
で
働
く
人

　

農
業
の
み
な
ら
ず
、
商
工
業

分
野
の
企
業
の
人
手
不
足
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
町
内
の

企
業
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
、
町

内
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
就

業
者
に
対
し
、
家
賃
を
助
成
す

る
「
雇
用
促
進
家
賃
助
成
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

家
賃
の
う
ち
、
住
宅
手
当
を

差
し
引
い
た
本
人
負
担
額
の
２

分
の
１
（
月
額
上
限
２
万
円
）

を
、
３
年
間
助
成
。
人
材
確
保

と
雇
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

平成 31 年度の新たな取り組み

実施時期および名称、内容は変更となる
場合があります
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平成 31 年度予算や執行
方針、新規事業などの
詳細は、今号に併せて
配布している「私たち
のまちづくり」をご覧
ください。

平成 31 年度の新たな取り組み

子育て

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
生
ま
で

成
長
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
の
充
実

　心身のケアや育児のサポートなどを
行い、産後も安心して子育てができる
支援体制の確保を目的としています。
　産婦健診で要支援となった方などを
対象とし、体力回復への支援、育児手
技に関する指導および助言が受けられ
ます。サービス提供区分は宿泊型と日
帰り型がありますので、詳しくはご相
談ください。

①産後直後の母子へ～
産 後 ケ ア 事 業

②新生児へ～
聴 覚 検 査 料 助 成

　新生児聴覚検査に要する費用を
助成することにより、聴覚障がい
の早期発見・早期療養を図り、音
声言語発達などへの影響を最小限
に抑えることが目的です。
　検査にかかった費用のうち、
8,000 円を上限に助成します。

③中学生までの子へ～
任 意 予 防 接 種 助 成

　季節性インフルエンザワクチン
の接種費用の半額を助成すること
により、感染予防、疾病の流行予
防および重症化予防を図ります。
　自己負担額の２分の１を助成。
金額としては、接種１回につき約
1,500 円となります。

④小・中学生へ～
子ども医療費受給者証

　小中学生についても未就学児と
同様に「子ども医療費受給者証」
を８月から発行します。
　医療機関の窓口で自己負担をす
ることなく、より安心して医療に
かかることのできる環境づくりに
努めます。

対象／事業名 ①産後ケア事業 ②聴覚検査料
　助成

③任意予防接
　種助成

④子ども医療
　費受給者証

新 生 児
未 就 学 児
小・ 中 学 生

問 合 せ 健康福祉課保健推進係 町民課
医療年金係

各事業の対象年齢

※新生児の対象月齢については、お問合せください。

：対象年齢
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ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道
と
地
域
愛

　

鷹
栖
町
と
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
「
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海

道
」
が
、
３
月
16
日
に
町
総
合

体
育
館
で
、
兵
庫
デ
ル
フ
ィ
ー

ノ
に
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
３
対
０

で
完
勝
。
Ｖ
リ
ー
グ
男
子
（
Ｖ

３
の
部
）
で
優
勝
を
決
め
、
Ｖ

２
リ
ー
グ
昇
格
に
花
を
添
え

た
。

　

当
日
は
、
体
育
館
に
千
人
以

上
の
観
客
が
来
場
し
、
会
場
は

ヴ
ォ
レ
ア
ス
カ
ラ
ー
の
真
っ
赤

に
染
ま
り
、
応
援
に
日
本
ハ
ム

Ｓ※

Ｃ
Ｏ
の
稲
葉
篤
紀
さ
ん
と
日

本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
会
長
・

太
田
雄
貴
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
。

　

両
氏
か
ら
「
北
海
道
の
プ
ロ

チ
ー
ム
と
し
て
成
功
を
収
め
て

ほ
し
い
」
と
激
励
の
声
が
掛
け

ら
れ
、
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道
の

池
田
社
長
は
「
北
海
道
は
札
幌

一
極
集
中
で
、
私
た
ち
は
旭
川

を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域
を
元

気
に
し
た
い
」
と
熱
い
想
い
を

語
れ
ば
、
稲
葉
さ
ん
か
ら
「
そ

の
情
熱
が
一
番
の
力
に
な
る
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
た
。

　

鷹
栖
大
会
は
、
昨
年
に
続
き

２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
が
、

鷹
栖
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
の

生
徒
が
コ
ー
ト
内
で
選
手
の
汗

を
拭
き
取
る
モ
ッ
パ
ー
と
し
て

機
敏
な
動
き
で
サ
ポ
ー
ト
。
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
準
備

か
ら
運
営
・
撤
収
ま
で
の
長
い

時
間
に
も
関
わ
ら
ず
支
援
し
て

く
れ
た
。

　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

が
、
お
客
様
に
も
チ
ー
ム
に
も

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
に

あ
ふ
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
姿

が
心
か
ら
嬉
し
く
、
町
民
の
一

体
感
を
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

　

ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道
が
、
子

ど
も
た
ち
の
憧
れ
や
夢
と
な

り
、
チ
ー
ム
を
支
援
す
る
輪
が

広
が
り
を
見
せ
、
来
季
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
一
番
の
輝
き
を
放

つ
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　鷹栖町の皆さん、初めまして！フィービー・アトキ
ンソンと申します。25 歳です。オーストラリアの山間
にある小さな田舎町に生まれ育ちました。実家は 3 万 6
千坪の農地なのでとても広かったです。 夏には敷地内
の小川やダムで泳いだり、マカダミアナッツや果物を
とって食べたりしました。

　2015 年に大阪教育大学で半年間学びました。その後
は、京都の英会話教室で５カ月間のインターンシップ
をし、2018 年にワーキングホリデービザをもらい、在
京オーストラリア大使館で 2 カ月間のインターンシッ
プをしました。オーストラリアには帰らず、 今年の３
月までパートナーと一緒に大阪に残り日本国内観光ス
ポットを訪ねて楽しみました。

　一緒に鷹栖町に行くパートナーのダニエルはシェフ
です。一緒にご飯を作ったり、日本食のレシピを学ん
だり、レストランに行って楽しんでいます。私は日本
食が大好きですが、ペスクタリアン（魚介類は食べる
が、お肉は食べない食事制限）なので、日本での外食
が難しい時があります。

　趣味はたくさんあります！ アニメや漫画、ボード
ゲームが好きなので、オススメを教えてくれたらうれ
しいです！

　小さい頃からサッカー
をしていて、日本に来る
前はフットサルのチーム
に入っていました。水泳
と卓球も好きです！また
自然が好きなので、山登
りやハイキングも楽しみ
ます。この前は、和歌山
県にある高野山町石道と
い う、24 キ ロ メ ー ト ル
のハイキングコースを歩
きました！北海道の壮大
な自然を体験するのが楽
しみです。

　第 22 代鷹栖町外国語指導助手（ＡＬＴ）のフィー
ビー・アトキンソンさんが 4 月 1 日、鷹栖町に着任し
ました。フィービーさんからのメッセージをご紹介し
ます。

　このような貴重な機会を与えていただき、本当にあ
りがとうございます。鷹栖町の皆さんに出会い、たく
さんの友達を作り、一緒に勉強するのが待ちきれませ
ん！よろしくお願いします。

　フィービーさんの任期は、平成 31 年４月から平成
32年３月までの１年間。
　主となる職務は小中学校での英語授業支援ですが、
地域サークル、イベントなどにも積極的に参加します
ので、教育委員会までお気軽に声をかけてください。

Hello Everyone !!

※ＳＣＯ…スポーツ・コミュニティ・オフィサー

まちの
ニュース
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Topics まちの
ニュース

３　

22

東
海
産
業
㈱
へ
感
謝
状
贈
呈

　

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
た

か
す
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の
仮

設
ト
イ
レ
の
設
置
お
よ
び
撤
去

作
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

た
、
東
海
産
業
株
式
会
社
（
津

山
建
代
表
取
締
役
）
に
対
し
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

仮
設
ト
イ
レ
は
、
少
年
団
な

ど
の
コ
ー
ス
利
用
者
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
「
た
か

す
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

鷹
栖
養
護
学
校
（
原
田
稔
校

長
）
か
ら
町
に
対
し
、
学
習
活

動
時
の
公
共
施
設
利
用
や
地
域

の
方
の
協
力
へ
の
感
謝
と
し
て

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
通
じ
て
生
活
力
を
高
め

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
回
収
や
公
共
施
設
駐

車
場
の
白
線
引
き
を
実
施
。
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
収
益
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3　

5

鷹
栖
養
護
学
校
よ
り
ご
寄
附

３

22

荒
田
敏
彥
さ
ん
が

　
　
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

　

昭
和
61
年
か
ら
鷹
栖
町
消
防

団
に
入
団
し
、
現
在
も
団
員
と

し
て
ご
活
躍
の
荒
田
さ
ん
に
対

し
、
消
防
庁
長
官
よ
り
30
年
以

上
の
勤
続
を
讃
え
て
永
年
勤
続

功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
は
第
１

分
団
長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
荒
田
さ
ん
。
「
こ
ん
な

に
長
く
消
防
団
を
続
け
ら
れ
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
か
ら
平
成
13
年
ま

で
の
31
年
間
と
い
う
永
き
に
わ

た
り
、
本
町
の
民
生
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
た
打
本
さ
ん
に
対

し
、
瑞
宝
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

打
本
さ
ん
は
「
思
い
返
せ
ば

関
わ
っ
て
き
た
皆
さ
ん
と
仲
良

く
さ
せ
て
も
ら
い
、
楽
し
か
っ

た
記
憶
ば
か
り
で
す
」
と
振
り

返
り
ま
し
た
。

２

25

打
本
美
津
留
さ
ん
が

　
　
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

3　

11

植
西
辰
義
さ
ん
が

　
全
国
町
村
議
会

議
長
会
会
長
表
彰

　

鷹
栖
町
議
会
の
植
西
辰
義
副

議
長
が
、
町
村
議
会
議
員
と
し

て
15
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の

あ
っ
た
者
と
し
て
全
国
町
村
議

会
議
長
会
よ
り
自
治
功
労
者
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
5
月
以
降
、
議
会

の
運
営
お
よ
び
地
域
の
振
興
発

展
に
努
め
ら
れ
、
「
後
援
会
や

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お

か
げ
で
、
議
員
の
職
務
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
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観
光
振
興
担
当

久
保
田
協
力
隊
（
任
期
３
年
目
）

協
力
隊
４
人
が
集
結

新
年
度
の
抱
負
を
ひ
と
こ
と
！

　

町
に
「
観
光
」
を
定
着
さ
せ

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
「
た
か
す
ぎ
ゅ
う

カ
レ
ー
」
の
販
売
を
開
始
で

き
、
町
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
が
食
べ
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

「
鷹
栖
に
足
を
運
ば
な
い
と
手

に
入
ら
な
い
も
の
」
（
＝
体
験

や
食
べ
物
な
ど
）
。
こ
れ
が
鷹

栖
町
観
光
の
原
点
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
観
光
協

会
を
組
織
化
し
て
、
町
内
観
光

の
発
信
源
と
ま
と
め
役
に
育
て

上
げ
、
最
終
的
に
は
観
光
単
独

で
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。
そ
の
下
地
作
り
を

今
期
は
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
産
加
工
活
動
担
当

宮
井
協
力
隊
（
任
期
３
年
目
）

　

2
月
号
に
も
書
き
ま
し
た

が
、
１
つ
目
は
花
か
い
ど
う
で

の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

２
つ
目
は
頼
ま
れ
た
こ
と
は
極

力
受
け
る
こ
と
。
３
つ
目
は

Ｋ

※

Ｋ
Ｎ
と
い
う
協
力
隊
主
催
の

団
体
に
所
属
し
た
の
で
、
積
極

的
に
活
動
し
て
他
市
町
村
の
協

力
隊
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
活

動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
。

　

他
に
は
四
季
の
里
の
体
験
・

教
室
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
こ
と

を
頑
張
り
ま
す
！
3
年
目
な
の

で
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て

し
っ
か
り
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
…
。

※
き
た
北
海
道
協
力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
育
振
興
担
当

辰
巳
協
力
隊
（
任
期
２
年
目
）

　

運
動
習
慣
の
定
着
・
ス
ポ
ー

ツ
担
当
の
協
力
隊
と
し
て
1
年

目
を
終
え
、
た
く
さ
ん
の
経

験
・
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
運
動
し
ま
し
ょ

う
」
の
呼
び
か
け
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
私
が
自
ら
積
極
的
に

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動

す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
！

　

「
一
人
で
運
動
す
る
の
は

ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う
方
は
ぜ

ひ
教
育
委
員
会
の
辰
巳
ま
で
電

話
し
て
く
だ
さ
い
！
は
じ
め
は

運
動
で
は
な
く
、
お
話
相
手
に

で
も
な
り
ま
す
の
で
気
軽
に
連

絡
く
だ
さ
い
！

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
振
興
担
当

菅
野
協
力
隊
（
任
期
２
年
目
）

　

今
年
度
は
、
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル

ズ
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
利

活
用
に
重
点
を
置
き
、
キ
ャ
ン

プ
場
に
泊
ま
り
、
町
内
で
観
光

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん

の
キ
ャ
ン
パ
ー
や
旅
人
が
利
用

し
や
す
い
キ
ャ
ン
プ
場
と
す
る

こ
と
で
、
観
光
客
が
鷹
栖
町
に

訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
工
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
用
意
し
て
お
き
、
子
ど
も
が

放
課
後
に
遊
び
に
来
て
も
楽
し

め
る
。
そ
ん
な
場
所
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
ら
お
買
物
で
笑
顔
に　

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
普
段
の
生
活
で
の
買
い

物
に
対
す
る
不
安
の
解
消
や

町
内
で
の
購
買
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
指
し
た
「
買
い

物
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

週
に
１
度
、
御
用
聞
き
サ

ポ
ー
タ
ー
が
希
望
者
を
訪
問

し
、
注
文
を
聞
き
取
り
、
商

品
を
届
け
ま
す
。
ま
た
、
月

に
１
度
、
町
内
の
店
舗
で
サ

ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
買
い
物

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
中
に
は
、
サ

ポ
ー
タ
ー
と
の
会
話
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
も
多
く
、

地
域
の
中
で
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を

構
築
で
き

る
魅
力
的

な
取
り
組

み
で
す
。

この事業は宝くじの
収益金を活用し

実施しています。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
便
り
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サンホールはぴねすからのお知らせ

お風呂優待券の交付

【問合せ】　健康福祉課地域福祉係・健康長寿係　☎ 87-2112

高齢者・障がい者への交通費助成

助成などの出張・夜間窓口の開設

　次の手続きの窓口を各地区住民センターやサン

ホールはぴねすなどで臨時に開設します。

▼手続きできる事業

○高齢者・障がい者への交通費助成事業

○お風呂優待券の交付

▼持参するもの

○当ページそれぞれの「申請に必要なもの」

日　　程 時　　間 場　　所

４月 10 日（水）
午前９時～正午 北成地区住民センター

午後１時～４時 中央地区住民センター

４月 12 日（金）午前９時～正午
あったかす北野サロン
（Ｄａ・マルシェ内）

午前９時～正午４月 16 日（火） 北斗地区住民センター

４月　8 日（月）
　～ 12日（金） 

午後５時 15 分
～８時

サンホールはぴねす

　高齢者・障がい者の方に交通券などを支給します（平成 31 年１月１日から継続して町内にお住

まいの方に限ります）。対象者は、サンホールはぴねす窓口にて申請してください。

▼対象者

　次の①～③のいずれかに該当する方

①４月１日現在で満 80 歳以上の方

②身体障がい者１級、２級、３級　の一部（内臓疾患）の方

③４月１日現在 70 歳以上で、保有するすべての運転免許証を、自主的に返納された方

▼支給内容

　町営バス・道北バス・ハイヤー（車いす用および寝台用車両含む）いずれかの交通券１万円分、

または５千円分×２種

　※人工透析を受けていて、病院の送迎がない方や医療的なケアを要する重度の障がいが重複した障が

い児・者の方は、交通券３万円分または交通券１万円分と自動車燃料給油券１万４千円分となります。

▼申請に必要なもの　

○印鑑　○障害者手帳・療育手帳（所持者のみ）　○バスカード（平成30年度に交付された方のみ）

○運転免許証の取消通知書（自主的に返納された方のみ）

　※代理申請もできますが、その際は代理の方の印鑑を持参してください。

　　バスカードを紛失された方は 650 円の負担金がかかります。

　70 歳以上の方・障がい者の方に、「お風呂等

優待券」を交付します。

▼対象者

◎平成 31 年度中に 70 歳以上になる方

◎障がいのある方

（身体障害者手帳、療育手帳もしくは精神障害

者手帳をお持ちの方）

▼受付および利用できる期間

　平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日

▼内容

　無料でお風呂などが利用できる優待券を 1 人

20 枚交付します。

▼申請に必要なもの

○印鑑　○障害者手帳・療育手帳（所持者のみ）

　※代理申請もできますが、その際は代理の方

　　の印鑑を持参してください。
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会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
民

健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
に

加
入
す
る
場
合
や
、
就
職
や
扶

養
親
族
に
な
る
こ
と
で
職
場
の

健
康
保
険(

社
会
保
険
、
共
済

な
ど)

に
加
入
し
、
国
保
を
喪

失
す
る
場
合
は
、
速
や
か
な
異

動
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
、
国
民
年
金
の
手
続
き

も
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

国
保
の
加
入
・
喪
失
、
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
会
社

な
ど
で
代
行
し
て
く
れ
ま
せ
ん

の
で
、
「
ご
自
身
（
ま
た
は
家

族
な
ど
の
代
理
の
方
）
」
で
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
保
険
と
国
民
年
金
は
全

く
別
の
制
度
。
国
民
年
金
は
、

高
齢
期
や
障
が
い
者
に
な
っ
た

と
き
の
生
活
を
支
え
る
制
度

で
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

で
、
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失

し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

年
金
の
手
続
き
を
し
な
い
と

加
入
期
間
が
短
く
な
り
、
年
金

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け

取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
・
申
請
先

　

町
民
課
医
療
年
金
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
１

　

国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
た

場
合
で
も
、
資
格
を
得
た
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん(

遡

及
賦
課)

。
国
保
の
加
入
資
格

を
得
た(

失
っ
た)

日
か
ら
14

日
以
内
に
届
出
を
し
ま
し
ょ

う
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

14
日
以
内
の
届
出
が
必
要
で
す
！

小
学
校
新
１
年
生
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

～
医
療
費
助
成
の
申
請
～

　

４
月
１
日
ま
で
に
６
歳
に

な
っ
た
お
子
さ
ん
の
「
子
ど
も

医
療
費
受
給
者
証
」
の
有
効
期

限
は
、
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

小
中
学
生
は
、
医
療
費
助
成
の

手
続
き
が
払
戻
し
方
式
で
す
の

で
、
４
月
以
降
に
医
療
機
関
を

受
診
し
た
場
合
は
、
そ
の
医
療

機
関
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
支

払
っ
て
い
た
だ
き
、
役
場
窓
口

で
自
己
負
担
額
の
払
戻
し
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
医
療
機
関
の
領
収
証
（
保
険

点
数
の
分
か
る
も
の
。
保
険
外

は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証

④
保
護
者
の
方
の
通
帳
等
（
振

込
先
口
座
の
分
か
る
も
の
）

※
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
支

給
金
額
の
分
か
る
も
の

※
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
届
出

が
必
要
と
な
る
た
め
、
申
請

時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
の
加
入
手
続
き
に
必

要
な
も
の

○
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）

○
印
鑑

忘
れ
ず
手
続
き
！

医
療
保
険
と
国
民
年
金

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
、
申
請
に
よ
り
在
校
中
の

保
険
料
の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
納
め
ら
れ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
は
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。
特
例
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎
年
４
月
以
降
に

再
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成

30
年
度
承
認
さ
れ
た
方
で
平
成

31
年
度
も
在
学
予
定
の
方
は
、

３
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
が
日
本
年

金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申

請
さ
れ
る
方
、
学
校
が
変
わ
ら

れ
た
方
な
ど
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
、
学
生
証
（
在
学
証
明
書
）

を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
学
生
納

付
特
例
制
度

町
民
課
医
療
年
金
係

▼
国
保
の
喪
失
手
続
き
に
必

要
な
も
の

○
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
資
格
取
得
証
明
書
な
ど
脱

退
す
る
方
全
員
分
）

○
国
保
の
保
険
証

（
脱
退
す
る
方
全
員
分
）

○
印
鑑
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光
回
線
が
接
続
で
き
な
い
地

域
に
対
し
、
無
線
に
よ
る
高
速

接
続
が
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
運
用
し
て

い
ま
す
。
利
用
す
る
た
め
に

は
、
毎
月
の
料
金
の
他
に
、
接

続
時
に
必
要
と
な
る
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
工
事
お
よ
び
初
期
費
用

が
必
要
で
す
。
町
で
は
初
期
費

用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
の
時
期

　

ア
ン
テ
ナ
の
設
置
工
事
が
完

了
し
た
後
、
30
日
以
内
に
申
請

（
工
事
が
３
月
に
行
わ
れ
た
場

合
は
、
３
月
末
ま
で
）

▼
補
助
金
額

　

初
期
費
用
に
か
か
る

２
万
２
８
０
０
円
＋
消
費
税
を

上
限
と
し
ま
す
。

▼
対
象
　
す
べ
て
の
項
目
に
該

当
が
必
要
で
す

①
光
回
線
の
接
続
で
き
な
い
区

　

域
で
利
用
す
る
も
の

②
申
請
者
が
設
置
し
た
も
の

③
町
税
な
ど
の
滞
納
を
し
て
い

な
い
こ
と

④
過
去
に
本
補
助
金
を
受
領
し

　

て
い
な
い
こ
と

　

農
業
委
員
会
委
員
に
欠
員
が

生
じ
た
た
め
、
次
の
と
お
り
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　

募
集
定
員　

１
名

▼
委
員
任
期
　

　

平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で

▼
募
集
方
法

①
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦

②
一
般
応
募

▼
募
集
期
間

　

平
成
31
年
４
月
10
日
（
水
）

～
５
月
10
日
（
金
）

▼
推
薦
お
よ
び
応
募
資
格

 

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有

し
、
鷹
栖
町
に
住
所
を
有
す
る

方
（
た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）

▼
推
薦
お
よ
び
応
募
手
続
き

①
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦

　

当
該
団
体
ま
た
は
組
織
の
代

表
者
が
届
出
書
を
提
出

②
一
般
応
募

　

所
定
の
届
出
書
を
提
出

　

届
出
書
は
農
業
委
員
会
事
務

局
で
配
付
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
委
員
の

募
集

鷹
栖
町
農
業
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

ア
ン
テ
ナ
設
置
補
助
金

総
務
企
画
課
情
報
防
災
係

　

「
緑
の
募
金
」
の
平
成
30
年

度
の
総
額
は
９
万
６
７
４
３
円

に
な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
募

金
は
町
内
の
緑
化
推
進
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
の
広
報
た
か
す
配
布
に

併
せ
て
、
各
町
内
会
を
通
じ

て
、
31
年
度
の
募
金
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

産
業
振
興
課
農
林
畜
産
係

国
民
年
金
の
産
前
産
後

期
間
の
免
除
制
度

町
民
課
医
療
年
金
係

　

平
成
31
年
4
月
1
日
よ
り
、

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
加
入
者
）
が
出
産

し
た
際
に
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前

月
か
ら
４
カ
月
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

ら
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
年
金

手
帳
、
印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳

な
ど
の
出
産
予
定
日
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を

持
参
し
、
役
場
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

Information

お知らせ

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
移

動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
に
よ

り
、
農
地
等
の
買
受
・
売
渡
を

希
望
さ
れ
る
方
の
「
あ
っ
せ
ん

申
出
」
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
行
わ
れ
た
売
渡

に
は
、
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

等
の
税
制
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
賃
貸
し
て
い
る
農
地

な
ど
の
あ
っ
せ
ん
申
出
を
す

る
方
は
、
借
主
の
同
意
が
必

要
で
す
。

▼
申
出
受
付
期
間

　

平
成
31
年
４
月
～
６
月
末
日

農
地
の
買
受
・
売
渡

の
あ
っ
せ
ん
申
出

鷹
栖
町
農
業
委
員
会

▼
受
付
を
し
た
申
出
の
有
効
期

限
　

平
成
32
年
３
月
末
日

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
る
、
生
ご
み
で
で
き
た
堆
肥

を
出
張
販
売
し
ま
す
。

▼
価
格

　

１
袋
（
13
㎏
）
２
０
０
円

※
町
が
管
理
す
る
施
設
お
よ
び

公
共
施
設
の
環
境
美
化
に
寄
与

す
る
場
合
は
申
請
に
よ
り
無
料

▼
日
に
ち　
４
月
26
日
（
金
）

※
毎
年
５
月
に
実
施
し
て
い
た

の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
内
容
　

　

鷹
栖
町
内
（
午
前
）
・
北
野

町
内
（
午
後
）
で
販
売
し
ま

す
。

　

ま
た
、
世
帯
全
員
が
70
歳
以

上
の
世
帯
に
は
出
張
販
売
に
合

わ
せ
、
自
宅
ま
で
堆
肥
を
お
届

け
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
月
号
の
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
堆
肥
の
出
張

販
売

町
民
課
住
民
生
活
係
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　※平成 31年４月～ 32年３月まで　場所はサンホールはぴねす
　≪対象時期≫
　４カ月、７カ月、10カ月、1歳 1カ月、１歳６カ月、3歳 6カ月
　※健診対象月の約１カ月前に案内文書を郵送します。
　※２歳６カ月と５歳はアンケートでお子さんの様子を伺います。
◎４月から乳幼児健診の受付が変わります
　待ち時間緩和のため、乳幼児健診対象月ごとに指定予約制となりま
す。ご理解とご協力をお願いします。
①乳幼児健診対象月の前月までに、事前に指定した受付日時が記載さ
　れた案内を個別に郵送します。
②受付時間を細かく設定していますので、その時間やその日に都合が
　悪い場合は、必ずご連絡をお願いします（次の健診予約をします）。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
10 日 15 日 12 日 10 日 14 日 18 日 16 日 ６日 11 日 15 日 12 日 ４日

◎平成 31 年度  乳幼児健診日程表　※いずれも水曜日の午後
乳幼児健診のご案内

健康福祉課保健推進係　☎ 87-2112

◎昭和 47 年４月２日～昭和 54 年４月１日
生まれの男性の皆さん

　５月末までに、無料クーポン券と案内通
知を送付します。内容をご確認の上、抗体
検査を受けてください。

◎昭和 37 年４月２日～昭和 47 年４月１日
生まれの男性の皆さん

　風しんの抗体検査と予防接種の受診を希
望される方にのみクーポン券を発行します
ので、お気軽にお問合せください。
※医療機関への受診の激増を避けるため、

国の方針に準じて３年をかけて実施しま
す。

風しんの抗体検査と予防接種

○
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
に
つ

　
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
促
進
し
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
支
給
要
件
】

　

18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
心

身
に
一
定
程
度
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
、
20
歳
未
満
）
で
次

の
事
由
等
に
該
当
し
て
い
る
方

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

　

児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

　

児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が

　

い
に
あ
る
児
童　

な
ど

※
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合
で
も
、
児
童
扶
養
手
当

額
を
下
回
る
場
合
は
、
差
額

分
を
児
童
扶
養
手
当
で
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
支
給
要
件
な
ど
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
に
係
る
家
屋
の

一
斉
調
査
（
現
地
調
査
）
を
、

５
月
７
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

役
場
税
務
課
職
員
が
調
査
の
た

め
、
家
屋
の
写
真
撮
影
や
聞
き

取
り
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
調
査
期
間

　

５
月
７
日
（
火)

～

　
　
　
　
　

12
月
30
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
４
月
下
旬
に
新
聞

折
り
込
み
で
も
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
に

つ
い
て

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

手当の名称 旧手当額 新手当額

児童扶養手当

全部支給 42,500 円 42,910 円

一部支給 10,030 円
～ 42,490 円

10,120 円
～ 42,900 円

特別児童扶養手当（１級） 51,700 円 52,200 円

特別児童扶養手当（２級） 34,430 円 34,770 円

特 別 障 害 者 手 当 26,940 円 27,200 円

障 害 児 福 祉 手 当 14,650 円 14,790 円

経 過 的 福 祉 手 当 14,650 円 14,790 円

○
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
の

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
各

種
手
当
額
が
左
表
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
87
―
２
１
１
２

固
定
資
産
税
に
係
る

家
屋
の
一
斉
調
査

税
務
課
税
務
係

　

鷹
栖
町
図
書
室
か
ら
借
り
た

本
で
、
返
却
が
お
済
み
で
な
い

本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

心
当
た
り
が
あ
る
場
合
、
本

を
借
り
た
図
書
室
に
速
や
か
に

返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　

　

鷹
栖
町
図
書
室

　
　

☎
87
―
２
４
８
６

　

北
野
分
室

　
　

☎
87
―
５
７
７
２

自
宅
に
返
し
忘
れ
た

本
は
あ
り
ま
せ
ん
か

鷹
栖
町
図
書
室

乳幼児健診と風しん検査・予防接種
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Information

ゴールデンウィークの公共施設などの閉庁日・町営バスの運行日

【町営バスの運行について】
運行および予約受付については
次のとおりです。
▼第１・10便運休
　４月 28日～５月６日
※５月７日（火）より通常運行
日曜・祝日の予約受付は午前
7時から午後 8時までです。

　　問合せ：町民課住民生活係

【各公共施設等の閉庁日について】
　網かけ部分が休みで、空欄部分は通常どおりとなります。

4/27
土

4/28
日

4/29
月

4/30
火

5/1
水

5/2
木

5/3
金

5/4
土

5/5
日

5/6
月

5/7
火

役場庁舎 休 休 休 休 休 一部
開設 休 休 休 休

教育委員会・農業委員会 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

メロディーホール 臨時
休館

臨時
休館

臨時
休館

臨時
休館

臨時
休館

臨時
休館

臨時
休館 休 休

総合体育館 休 休

Ｂ＆Ｇ海洋センター 休 休

郷土資料館 休 休 休 休 休 休 休 休

鷹栖地区住民センター 休 休 休 休 休 休 休 休

北野地区住民センター 休 休 休 休 休 休 休 休

中央地区住民センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

北斗地区住民センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

北成地区住民センター 休 休 休 休 休 休 休

事務所（健康福祉課） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

デイサービス 休 休

お風呂

各部屋

子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

フィットネス倶楽部コレカラ 休 午後
休館

午前
休館

午後
休館 休 午後

休館

ごみ処理場
11時
30分
まで

休 休 休 休 休
11時
30分
まで

休 休 休

農産加工センター四季の里 休 休 休 休 休 休 休 休 休

浅井医院 午後
休診 休 休 休 休 休 休

当番医
10時～
16時

休

鷹栖歯科 休 休 休 休 休 休 休 休 休

商工会事務所 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

大・小ホール 空きがあれば利用できます（問合せは4月 25日まで。鷹栖町商工会☎87-2210）

【一部役場窓口の開設について】
長期にわたる休庁に伴い、次の
とおり一部窓口を開設します。
▼開設日時
　５月２日（木）
　午前８時 30分～ 12時まで
▼受付業務
　戸籍・証明・税・会計窓口
※お支払いは公金のみ可能です
▼その他
　各種証明などは、4月 26日
（金）までに予約をすることで、
休庁日でも受け取ることができ
ます。
　　問合せ：総務企画課総務係

○
定
住
促
進
空
き
家
改
修
支
援

事
業

　

町
内
の
空
き
家
を
活
用
し
て

定
住
さ
れ
る
場
合
、
空
き
家
の

改
修
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

　

空
き
家
の
改
修
工
事
に
要
す

る
費
用
。
た
だ
し
、
総
工
事
費

が
20
万
円
以
上
の
も
の
。

【
補
助
対
象
者
】

　

空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
利

用
者

※
売
買
ま
た
は
賃
貸
契
約
を
締

結
し
て
い
る
こ
と

▼
補
助
金
額

　

補
助
金
の
基
本
額
は
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
。
上
限

50
万
円
。

《
加
算
項
目
》

①
子
ど
も
加
算
…
一
律
10
万
円

②
転
入
加
算
…
一
律
10
万
円

③
町
内
事
業
者
加
算

　
　
　
　
　

…
上
限
10
万
円

◎
各
補
助
事
業
共
通

　

基
本
額
と
加
算
額
の
合
計
が

補
助
金
額
と
な
り
ま
す
。

⑥
近
居
加
算
…
一
律
50
万
円

※
②
と
③
の
併
用
、
⑤
と
⑥
の

併
用
は
不
可

ご
活
用
く
だ
さ
い

各
種
住
宅
支
援
事
業

総
務
企
画
課
地
域
振
興
係

サ
ン
ホ
ー
ル

は
ぴ
ね
す
　

プ
ラ
ザ
・

ク
ロ
ス
10

○
住
宅
建
築
支
援
事
業

　

町
内
に
お
い
て
住
宅
の
新

築
、
ま
た
は
増
改
築
を
行
う
方

に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
経
費

　

対
象
と
な
る
住
宅
の
工
事

に
要
す
る
費
用
が
20
万
円
以

上
の
も
の
。

【
対
象
外
】

▽
門
扉
等
の
外
構
工
事
、
浄
化
槽

設
置

▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
工
事

▽
キ
ッ
チ
ン
や
外
壁
、
浴
室
な

　

ど
一
部
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

　

工
事

▼
補
助
金
額

　

補
助
金
の
基
本
額
は
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
。
上
限

30
万
円
。

《
加
算
項
目
》

①
子
ど
も
加
算
…
一
律
10
万
円

②
転
入
加
算
…
一
律
30
万
円

③
定
住
加
算
…
一
律
30
万
円

④
町
内
事
業
者
加
算

　
　
　
　
　

…
上
限
10
万
円

⑤
二
世
代
同
居
加
算

　
　
　
　
　

…
一
律
50
万
円
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教
職
員
の
異
動

【
転
出
】
（
　
）
内
は
異
動
先

◎
鷹
栖
小
学
校

松
川
　
　
弘
教
頭
　

校
長
採
用

（
占
冠
村
ト
マ
ム
学
校
）

菅
野
　
史
彦
教
諭
　

教
頭
昇
任

（
遠
軽
町
生
田
原
小
）

【
退
職
】

◎
鷹
栖
小
学
校

瀧
田
　
　
実
教
諭
（
定
年
退
職
）

◎
北
野
小
学
校

大
高
　
俊
樹
校
長
（
定
年
退
職
）

小
林
　
眞
弓
教
諭
（
定
年
退
職
）

布
施
　
紀
行
教
諭
（
定
年
退
職
）

◎
鷹
栖
中
学
校

玉
井
真
由
美
教
諭
（
旭
川
市
旭
川
中
）

蛯
名
　
大
広
教
諭
（
旭
川
市
神
居
中
）

【
転
入
】
（

　
）
内
は
前
任
校

◎
鷹
栖
小
学
校

與
坂
　
博
志
教
頭

（
士
別
市
士
別
小
）

相
澤

　
朋
子
教
諭

（
旭
川
市
共
栄
小
）

宮
田
も
も
子
養
護

教
諭

（
旭
川
市
青
雲
小
）

◎
北
野
小
学
校

三
浦

　
秀
也
校
長

（
士
別
市
士
別
西
小
）

山
川

　
昌
子
教
諭

（
旭
川
市
永
山
南
小
）

三
上

　
佳
祐
教
諭

（
旭
川
市
東
光
小
）

高
橋

　
直
之
教
諭

（
旭
川
市
西
神
楽
小
）

澤
渡

　
敬
子
教
諭
　

再
任
用

（
旭
川
市
江
丹
別
小
）

◎
鷹
栖
中
学
校

倉
　
　
博
之
校
長
（
剣
淵
町
剣
淵
小
）

西
尾
　
朱
音
教
諭

（
新
規
採
用
）

椎
名
　
真
士
教
諭

（
美
瑛
町
美
瑛
中
）

◎
鷹
栖
高
校

森
川
　
智
志
教
頭
教
頭
昇
任

辻
　
　
修
二
教
諭
　

再
任
用

（
旭
川
永
嶺
高
校
）

大
高
　
友
美
教
諭
（
滝
上
高
校
）

國
井
　
達
也
教
諭
（
北
見
緑
陵
高
校
）

西
川
由
美
子
教
諭
（
士
別
翔
雲
高
校
）

秋
月
　
英
則
教
諭
（
深
川
東
高
校
）

佐
藤
　
美
保
教
諭
（
弟
子
屈
高
校
）

三
田
　
敏
信
主
任

主
事

　

再
任
用

（
旭
川
工
業
高
校
定
時
）

橋
本
　
君
秀
主
任

主
事

　

再
任
用

（
深
川
東
高
校
）

◎
鷹
栖
養
護
学
校

橋
本
富
美
子
教
頭
（
旭
川
聾
学
校
）

大
村
　
郁
美
教
諭
（
紋
別
高
等
養
護
学
校
）

杉
森
　
　
緑
教
諭
　

再
任
用

（
鷹
栖
養
護
学
校
）

石
崎
　
隆
太
さ
ん
　

寄
宿
舎
指
導
員

（
網
走
養
護
学
校
）

武
田
　
悦
子
さ
ん
　

再
任
用

　
専
門
寄
宿
舎
指
導
員

（
鷹
栖
養
護
学
校
）

小
倉
　
麻
里
教
諭
（
旭
川
養
護
学
校
）

伊
藤
　
善
美
教
諭
（
東
川
養
護
学
校
）

高
橋
　
　
修
教
諭
（
旭
川
養
護
学
校
）

福
島
　
秀
峰
教
諭
（
旭
川
盲
学
校
）

荒
川
　
菜
緒
教
諭
（
期
限
付
き
）

羽
田
　
朋
子
教
諭
（
秋
田
県
立
支
援
学
校
）

遊
佐
　
　
理
教
諭
（
名
寄
市
名
寄
西
小
）

福
田
　
　
光
教
諭
（
新
規
採
用
）

長
尾
　
紗
英
教
諭
（
新
規
採
用
）

室
岡
由
紀
子
教
諭
（
期
限
付
き
）

本
見
　
恭
介
教
諭
（
期
限
付
き
）

白
髭
　
聖
子
教
諭
（
期
限
付
き
）

松
川
　
淳
事
務
長
（
滝
上
高
校
）

鳥
越
　
靖
子
専
門
主

任
主
事
（
東
川
養
護
学
校
）

奈
良
崎
　
愛
教
諭
　
育
児
短
時
間
勤
務
補
充

長
谷
川
慎
吾
さ
ん
　

専
門
支
援
員

◎
鷹
栖
中
学
校

中
村
　
庄
二
校
長
（
定
年
退
職
）

丸
山
　
修
一
教
諭

（
退
職
）

◎
鷹
栖
高
校

辻
　
　
芳
恵
教
頭

 

校
長
採
用

（
上
富
良
野
高
校
）

風
上
　
勝
幸
教
諭

  

再
任
用

（
旭
川
工
業
高
校
）

丹
野
　
裕
之
教
諭	

 

（
留
辺
蘂
高
校
）

松
林
　
　
豪
教
諭　

    

（
士
別
翔
雲
高
校
）

髙
井
　
　
央
教
諭
（
留
萌
教
育
局
）

廣
富
　
有
紗

専
門
主

任
主
事	

（
旭
川
北
高
校
定
時
）

◎
鷹
栖
養
護
学
校

北
　
　
美
佳
教
諭
（
旭
川
養
護
学
校
）

北
島
　
朋
子
教
諭
（
東
川
養
護
学
校
）

三
品
　
博
志
教
諭
（
旭
川
養
護
学
校
）

新
村
　
　
学
教
諭
（
旭
川
養
護
学
校
）

髙
井
　
彩
子
教
諭
（
久
里
浜
特
別
支
援
学
校
）

◎
鷹
栖
高
校

戸
野
塚
　
潔
教
諭
（
定
年
退
職
）

◎
鷹
栖
養
護
学
校

川
上
　
和
弘
教
頭

（
定
年
退
職
）

菊
地
ひ
ろ
み
教
諭

（
定
年
退
職
）

杉
森

　
　
緑
教
諭

（
定
年
退
職
）

館
野

　
恭
子
さ
ん
　

専
門
寄
宿
舎
指
導
員

（
定
年
退
職
）

武
田

　
悦
子
さ
ん
　

専
門
寄
宿
舎
指
導
員

（
定
年
退
職
）

西
山
利
幸
事
務
長

（
定
年
退
職
）

　

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
生
後

91
日
以
上
の
す
べ
て
の
犬
は
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
実
施
日
　
４
月
15
日（
月
）、

16
日(

火
）、
21
日（
日
）

　

詳
し
く
は
、
今
月
の
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
接
種

町
民
課
住
民
生
活
係

　

ペ
ッ
ト
ご
み
が
４
月
１
日
か

ら
出
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
ペ
ッ
ト
・
オ
ム
ツ
可
の
日
」

の
み
出
せ
ま
し
た
が
、
「
燃
や

せ
る
ご
み
の
日
」
に
通
常
の
燃

や
せ
る
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
の
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ご
み
の
出
し

方
の
変
更
に
つ
い
て

町
民
課
住
民
生
活
係

三
浦
　
雅
子
養
護

教
諭

（
定
年
退
職
）

広報を送る運動

鷹栖を離れた

　　友人知人に

広報たかすを

　　送りませんか

　わが町“鷹栖”に関心をお持ち

の方に、「広報たかす」を郵送す

る運動を行っています。

▼郵送期間

　平成 31 年 5 月号～平成 32 年 4

月号まで（１年間全 12 号）

▼送料

　年間 1,200 円

▼問合せ・申込み

　総務企画課企画広報係

たかす熱夏フェスタ2019

　８月３日（土）・４日（日）
に実施する熱夏フェスタについ
て、次のとおり募集します。
◎実行委員
　ボランティアの実行委員に
よって支えられている熱夏フェ
スタ。企画・立案のみ、または
当日のみのお手伝いでの参加も
できます。
◎アイデア募集中
　熱夏フェスタで実施するイベ
ント・催しのアイデアを募集し
ています。「これは！」という
アイデアがありましたら、お気
軽にご連絡ください。
▼問合せ
　産業振興課商工観光係

織
田
　
有
司
教
諭
　

再
任
用

（
任
用
期
間
満
了
）
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Information

HAPPY BIRTHDAY

おめでとう たかすのアイドル
――今月、満１歳になる子どもたちを紹介します

★

大河原　春
はる

 ちゃん

女の子★和也・七生さんの子

春ちゃんの成長を感じな
がらこの季節を迎えられ
るのが嬉しいな！

平成 30 年４月７日生まれ

三上　涼
す ず な

奈 ちゃん

女の子★洋介・麻衣さんの子

食べるの大好き♡いたず
ら大好き♡我が家のアイ
ドルです♪

平成 30 年４月 10 日生まれ

北海道知事、鷹栖町議会議員選挙が行われます
　いずれの選挙も、地域で生活する私たちの福祉向上と、地域社会が発展するため

の代表者を選ぶ身近な選挙として、重要な意義を持っています。自らの意思と判断

により、貴重な一票を行使しましょう。　　【鷹栖町選挙管理委員会】

【投票日・投票所】

選挙区分 投票日

北海道知事 ４月７日（日）

鷹栖町議会議員 ４月２１日（日）

投　票　所 時　間

第１投票区（鷹栖）鷹栖地区住民センター 午前７時～午後８時第２投票区（北野）北野地区住民センター
第３投票区（中央）中央地区住民センター

午前７時～午後６時第４投票区（北斗）北斗地区住民センター
第５投票区（北成）北成地区住民センター

【投票できる人】

《北海道知事》

　・北海道民であること

　・平成 13 年４月８日以前に生まれた人

　・平成 30 年 12 月 28 日までに鷹栖町の

　　住民基本台帳に登録されている人で、

　　引き続き３カ月以上鷹栖町に住所がある人

《鷹栖町議会議員選挙》

　・鷹栖町民であること

　・平成 13 年４月 22 日以前に生まれた人

　・平成 31 年１月 15 日までに鷹栖町の住民基本台帳

　　に登録されている人で、引き続き３カ月以上鷹栖

　　町に住所がある人

【期日前投票・不在者投票について】

　投票日当日、仕事やレジャーのため不在となり、投票することができない方は、期日前投票を

することができます。申請手続きは簡単で、印鑑なども不要ですので、お気軽にご利用ください。

選挙区分 期日前投票のできる期間 時間・場所

北海道知事 16日間 ３月 22日（金）～４月６日（土） 午前８時 30分～午後８時
鷹栖町役場　１階会議室鷹栖町議会議員 ４日間 ４月 17日（水）～　　20日（土）

　３月は、陶芸サークル「陶遊」の作品展を行いま

した。壁面のみならず、テーブルなどを活用しての

展示でもご活用いただけます。

★利用者募集中

【４～９月の利用について】

　随時申し込みを受け付けています。

　利用希望の方は、鷹栖町ホームページをご覧いた

だくか、教育委員会までお問い合わせください。

教育課生涯学習係　☎ 87-2028

鷹栖地区住民センター
展示コーナーについて
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４
月
１
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

【
退
職
者
】
（
３
月
31
日
付
）

新
田　

佳
代
（
会
計
課
主
幹
兼
会
計
係
長
）

南　
　

結
佳
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
長
）

議会事務局

議 会 山田　　努

【議長　木下　忠行】 主な仕事 議会に関すること

監 査

【代表監査委員　前井　誠一】 主な仕事 監査に関すること

(併) (併)

選挙管理委員会

【委員長　上島　聰】 主な仕事 選挙に関すること

(書記)

(書記長)

選挙管理委員会

谷
　
　
　
寿
　
男

総 務 企 画 課

総 務 係 沓村　泰典

情報防災係 表　　裕樹

課長
猿倉　史生財 務 係

企画広報係

主な仕事 公文書の受け取り・発送、町政功労者表彰、町職員の服務・給与、町内会組織など

主な仕事 町の予算・決算、町有財産の管理、行財政改革など

主な仕事 防災、役場電算システムの総合調整・管理運営、町内情報網、統計調査、情報公開など

主な仕事 町振興補助金、ふるさと鷹栖活動、広報・広聴活動、ホームページの管理・運営など町長

八

尾

谷
　

仁

副町長

山内　岳男

(併)沓村　泰典 (併)大谷　未衣(併)

（澤田紀代美　安澤　敏也　佐藤あゆみ　田之上湧斗）

大内　義崇

長原　夢菜

事務局長

山田　　努

松平　佑太

高田　寛之

地域振興係

主な仕事 総合振興計画、定住対策、都市計画、土地開発公社業務など

（内田　柊歩）

（内田　柊歩）

上西　義幸

上西　義幸

山原　章由 （増田　悦生 菅野　智史）

飯田　智浩(任)

町
職
員
の
人
事
と
主
な
仕
事

　
　
　
　
　
《
総
務
企
画
課
総
務
係
よ
り
》

参事

笠原　佑太

(併)熊谷　　遥

大谷　未衣熊谷　　遥

(任)

（地域おこし協力隊）

（（四季の里）　　　　　　宮井　康平（地域おこし協力隊））
((併)立花　謙二　助乗　健治（公平委員会））

《新田　佳代》

(主)三島　直幸

（兼）は兼任　（併）は併任　（主）は主査　　（任）は主任

　　　　　は新規採用者　（　　 ）は嘱託職員　　　　　は異動者　　　

 ≪　　 ≫は専門員　　　　　　　

小松田　光

町 民 課

医療年金係

清野　孝太住民生活係

主な仕事 国民健康保険、後期高齢者医療、医療費の助成、国民年金など

主な仕事
町営バス運行管理、交通安全、防犯対策、ごみの収集・処理、合併処理浄化槽、
犬の登録・予防接種など

（茂田  忠義　山川　　猛　長瀬　和則　佐藤　文明）池本　一弘

課長

（廃棄物処理施設担当）

主な仕事 お客さま窓口、戸籍、住民登録、印鑑登録、など

お客さま窓口係 平田　織恵

木下　君枝

六田　年則(主)

主な仕事 町民税・固定資産税・都市計画税・国保税・介護保険料の賦課・徴収、家屋評価など

税 務 係宮崎　貴史課長

税 務 課

西島　芙羽

健 康 福 祉 課

鷲下　正彦

主な仕事
心配ごと相談、生活保護、消費生活相談、サンホールはぴねすの管理運営障がい者福
祉など

地域福祉係

西間　晃宏

健康長寿係 加藤　景子

主な仕事 高齢者福祉、介護保険認定・給付、地域包括支援、訪問看護ステーションなど

松木　幸枝

課長

（山崎　千春）

主な仕事 各種健 (検 )診、母子健康手帳の交付、特定健康指導、訪問指導、食生活改善など

棚瀬かおり保健推進係 (任) 佐野　綾香

（松川　友美）

中家亜生子

神田　純一

子育て支援係 遠藤　吉則

主な仕事 母子・児童扶養手当、放課後児童クラブ、子育て支援センターの運営・管理など

（村椿　弘美）

（中田ゆかり　松木　　聡）

佐野　守男

本間　元矢

（渡邊　ゆか　大石　恵美）

（地域包括支援センター）

（　 藤信志のぶ）(兼)

佐藤　嗣美(主)

（子育て支援センター）
（子育て支援相談室）

水野　育美(主)

鈴木　祥平

戸島　隆喜

(兼)

主幹

主幹 新井　共子
（医療年金担当）

榎本　朱音

鞠古　竜輝

主幹 神田　純一
（住民生活担当）

菊池　早耶

高　　晃平 糸川　彩乃

≪森脇　覚江≫

河田真美子（受託者派遣）福原　聖子(任)

（（高齢者事業団）山端　　正）

(任)

合佐昆恭平鈴木　俊也

小柳　良介（上川広域滞納整理機構派遣）

保健師長 畠山　由美

立田　睦実主幹

（施設管理担当）

(主)
加藤　進冴

佐高　一誠

（消防行政担当併任職員） （17）　（木下　利治）

参事　川原　淳二

参事　黒田　数道
　　　　 主幹　島　　耕一　　(主)加藤　真二　　(任)宮越　俊明　　(任)齋藤　真吾　　(任)樋口　隼一　　(任)小坂　泰文　　　　竹部　将司
　　　　 主幹　古白川仁典　　(主)武田　昌弘　　(任)有澤　利彰　　(任)片桐　且幸　　(任)和田　竜弥　　(任)塩原　浩輔　　(任)福田　直樹
　　　　 主幹　開澤　秀樹
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田中　亜以

建 設 水 道 課

主な仕事 公営住宅の管理、道路などの占用許可、工事入札・契約、上下水道事業の管理・料金の徴収など

管 理 係 武田　千晶

藤原　　拓

土 木 係

建 築 係

主な仕事 道路・河川・橋梁の新設・改修、公園・緑地の整備など

主な仕事 開発行為、建築物の確認申請、公営住宅の計画・建設、公共施設の建設・改修など

古城　生紀

維持車輌係

主な仕事 道路・河川・橋梁の維持管理、公園・緑地・街路樹の維持管理、除排雪対策、社会
教育車、スクールバス、給食車の運行管理など

産 業 振 興 課

長谷部好彦

主な仕事 町有林管理、林業振興、狩猟、畜産振興、四季の里の管理運営、特産品開発など

農林畜産係

農業振興係

奥山　貴士

主な仕事 農業振興、農業の生産（水稲、畑作）、中山間地域等直接支払事業など

木下　直樹

主な仕事 上下水道事業の計画・設計・施工・監督など

上下水道係

会 計 課

木下　謙二

主な仕事 公金の受け払いなど

会 計 係 (兼)木下　謙二　　小柳ちなみ

会計管理者　木下　謙二

教 育 課

新田　伸幸
主な仕事 教職員の人事・研修、児童生徒の就学・入学・転学、国内外交流など

総 務 係 （高井絵梨子 　　　　　　　　　 　　　　）

学校教育係

生涯学習係 山田　貴士

主な仕事 生涯学習の推進、公民館活動など

主な仕事 農地のあっせん（売買・賃貸）、農地の転用許可、農業者年金など

農 地 係 西村　友範

【会長　吉本　憲】

事務局長

課長

課長

課長

課長

(兼)

（メロディーホール担当）

藤田　哲也商工観光係

主な仕事 商工業振興、企業立地対策、観光事業の推進、地場産品、町民まつりなど

農 業 委 員 会 (兼)

参事 田尻　裕之
（北野地区国営農地再編

整備事業担当・室長）

宝

田
　

庄

十

郎

教育長

（上坂　　篤）

教 育 委 員 会

西村　友範

職員計 103 人 … 議会１・町長部局（含町長・副町長）89・教育委員会（含教育長）11・農業委員会２ ≪再任用２≫（嘱託 72）消防併任 17 人

松木　健一

整 備 係 （派遣職員）

調 整 係

高見　慎一

(主)

（西永　俊幸　辻野　光男）

（本間　幸治　 宗　　貞文）

（吉田真由美　古川　智子　押田　晶子　今井　朱美　熊崎　真子

鷹栖保育園

主な仕事 保育園の運営・管理

北野保育園

（小滝久美子　日蔭　香里　平野　糸子　深谷由紀子　田代優香里

土肥明日美

（紺野　秀子）

（田村　啓一）

泉田まどか

岩田　知子

矢口なるみ

辻村　　健

畠山　雅裕

体育振興係 松本　宗平

主な仕事 スポーツの推進、体育施設の管理運営など

(兼 )( 任 ) 棚瀬かおり 

 (兼) 藤信志のぶ　(兼)岡村　令奈 ）

(主)黒川　浩司 （派遣職員）

中山　雄貴

大竹　温子　田澤　淳子　藤信志のぶ　岡村　令奈 )

川合　克彰主幹
（北野地区国営農地再編
　　　　　　　整備事業担当）

(兼)川合　克彰

岡野　　巧

主幹

（維持車輌担当）

西野　一彦

主幹

（維持車輌担当）

山本　裕太

(任) (任) 中澤　真美 赤山　奈摘

主な仕事 北野地区国営農地再編整備事業に関すること

村上　亜弥

辻野　貴人福森　翔太

田尻　裕之(兼) 長原　　聖

藤田健一郎

　 大沼　哲也(主)

石塚　和希

(兼)(主)水野　育美

(任) (任)

(兼) （（農業交流センター）　　　　　）田邊　清美

藤原　奨貴 （（四季の里）　　　　　　宮井　康平（地域おこし協力隊））佐藤　善人

小松田依子(主)

菊地　和也

（体育振興・生涯学習担当）

主幹 松本　宗平

フィービー　アトキンソン

(兼) 菊池　次郎 （　　　　　　（地域おこし協力隊））辰巳　　遼

(任) 松倉　優羽

（山田香織 森田由紀 外山裕子）

（図書室）

(小中学校 )

(給食センター )（近藤　弘一　吉本　洋子　利根川かおり　渡邊　由美）

加藤　佳亨　　寺坂龍之介　　（新重　和幸）
（公務補）（鷹小　田中　伸章　　北小　相原　一志　　鷹中　有倉　秀俊）

（学習支援員）（鷹小　清水　一輝　塚澤　栄一　　北小　佐藤美奈子　瀧田　　実 ）

　　　 （鷹中　藤村和佳子　　堂腰　晃信 ）

(兼)岡野　巧　　　((維持業務）坂上　修　古川貴紀　番匠　弘　遊佐聖幸　小川秀一 )

(主 )沓村　豊和      (( 車輌業務）住友　義弘　中原　幸雄 )

(主)長谷こず恵

長田さくら

山岸　智也 (久保田雄貴（地域おこし協力隊））

主幹　松木　健一
（農業振興担当）

主な仕事 学校の設置・管理・廃止、児童生徒の保険・安全に関することなど
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7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 5/1 2 3 4

次号は５月７日（火）発行です　

【3月 25 日現在】

人　　　口 6,893人（－10）

男 3,272人（－７）

女 3,621 人（－３）

世　帯　数 3,056戸（＋２）
（　）内は前月比

３月中救急出動状況

急 　 　 　 病 27件　（26人）

一 般 負 傷 9件　（９人）

交 　 　 　 通 0件　（０人）

そ 　 の 　 他 6件　（６人）

月 　 合 　 計 42件　（41人）

平成 31 年累計 136件　（125 人）
※ 3/1 ～ 3/25 （　）内は搬送人員

おくやみ申し上げます

２　区　山田　亮一さん	 82 歳
北野東　室谷　國男さん	 75 歳
北野東　石渡　佐助さん	 91 歳
北野東　石橋　スエさん	 91 歳
１　５　飯田　トヨさん	 102 歳
鷹栖北　髙橋　　強さん	 85 歳
鷹栖南　広瀬　利行さん	 74 歳
鷹栖南　谷口　 げさん	 104 歳
ハーモニー　増田　春江さん	 74 歳
２１区　伊藤　きやさん	 98 歳
有　明　中陳　　博さん	 93 歳
共　栄　西野　重男さん	 87 歳
北　門　石田　邦夫さん	 83 歳

　　氏　名　　　　年　齢

= 窓口から =

●春のまちづくり懇
談会（北成地区）

●老人会送迎日
　（親交・藤野）

《
表
紙
》

会
場
沸
か
す

　

ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道

※　予約制 9：00 ～ 11：00　場所：はぴねす

●老人会送迎日
　（北成）

●北海道知事および
北海道議会議員選
挙投票日

プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
「
ヴ
ォ
レ
ア
ス

北
海
道
」
の
試
合
で
の

ひ
と
コ
マ
。

写
真
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
も
活
動
し

て
い
る
辰
巳
遼
選
手
。

普
段
と
違
う
プ
ロ
選
手

と
し
て
の
横
顔
に
、
憧

れ
を
抱
い
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

あたたかい心
ありがとうございました

○社会福祉協議会へ
　☆香典返しご寄付　
　　石田　敬子さん　　　　　広瀬　道代さん
　　大場　昭男さん　　　　　西野アサ子さん
　　石橋　大明さん　　　　　伊藤　和郎さん
　　中陳セツ子さん　　　　　谷口美代子さん
　☆社会福祉事業として
　　中央地区公民館

結婚おめでとうございます

新　婦新　郎

旭川市　松本樹生也さん　北野東　田中ありささん
旭川市　滝本　幸大さん　豊　央　植西あすみさん

5/5

●老人会送迎日
　（長寿）

●こころの健康相談
　（※）

●春のまちづくり懇
談会（北斗地区）

●乳幼児健診
●ブックスタート

●たかす円山幼稚園
　入園式
●鷹栖高校・鷹栖養
　護学校入学式・１
　学期始業式
●はぴねすバス利用
　者無料送迎バス
　運行日（Ａ・Ｂ）

●ななかまど大学
　入学式

●春のまちづくり懇
談会（中央地区）

●女性サロンスクー
　ル開講式

●はぴねすバス利用
者への町営バス無
料利用日

●はぴねすバス利用
者への町営バス無
料利用日

●はぴねすバス利用
者への町営バス無
料利用日

●はぴねすバス利用 
　者への町営バス無
　料利用日

●はぴねすバス利用
　者無料送迎バス
　運行日（Ａ・Ｂ）

●はぴねすバス利用
　者無料送迎バス
　運行日（Ａ・Ｂ）

●ななかまど大学

●鷹栖・北野地区住
民センター、鷹栖
町図書室・北野分
室臨時開館 

●春のクリーン作戦
●鷹栖町議会議員選

挙投票日

【鷹栖地区住民センター展示コーナー】
▶４月２日～１５日　　鷹栖町インスタフォトコンテスト 2018 作品展示
　　　　　　　　　　（鷹栖町総務企画課）
▶４月２４日～２８日　中島幸子さん「新聞紙アート」

●春のまちづくり懇
談会（北野地区）

●はぴねすバス利用
　者無料送迎バス
　運行日（Ａ・Ｂ）

5/6

氏　名

北野東　長原めぐるちゃん		聖さん・夢菜さん

こんにちは、よろしくね

5/7

●春のまちづくり懇
談会（鷹栖地区）
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